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令
和
３
年
第
２
回
定
例
会

（
会
期　

６
月
14
日
～
７
月
６
日
）

６
月
14
日
か
ら
第
２
回
定
例

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
７
億
８
５
２
７

万
８
千
円
を
追
加
す
る
令
和
３
年

度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

の
ほ
か
、
財
産
の
無
償
譲
渡
な
ど

14
議
案
、
報
告
５
件
が
上
程
さ
れ
、

慎
重
に
審
議
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ

可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
請
願
３
件
を
採
択
、
委

員
会
発
議
に
よ
る
意
見
書
３
件
を

可
決
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
今
定
例
会
は
、
川
野
文

敏
市
長
が
再
選
さ
れ
て
か
ら
初
め

て
の
議
会
定
例
会
で
あ
り
、
定
例

会
初
日
に
は
、
施
政
方
針
を
述
べ
、

市
政
運
営
に
当
た
り
、
基
本
的
な

考
え
方
や
主
要
施
策
な
ど
を
示
し

ま
し
た
。

川
野
文
敏
市
長

川
野
文
敏
市
長

施
政
方
針

施
政
方
針
を
述
べ
る

を
述
べ
る

六つの主要な施策
豊
か
な
生
活
を
支
え
る
し
ご
と

が
あ
る
ま
ち

豊
か
な
く
ら
し
と
安
心
を
実
感 

で
き
る
ま
ち

豊
か
な
心
と
学
ぶ
意
欲
を

育
む
ま
ち

豊
か
な
自
然
を
未
来
に
残
し 

伝
え
る
ま
ち

豊
か
な
福
祉
社
会
の
実
現
を 

目
指
す
ま
ち

豊
か
さ
を
つ
な
ぐ
協
働
に
よ
る 

ま
ち
づ
く
り

・
農
業
の
振
興

・
林
業
の
振
興

・
工
業
の
振
興

・
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
の
振
興

・
観
光
の
振
興

・
雇
用
環
境
の
向
上

・
学
校
教
育
の
充
実

・
生
涯
学
習
の
充
実

・
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進

・
文
化
・
芸
術
の
振
興

・
文
化
財
等
の
保
存
・
継
承

・
人
権
尊
重
社
会
の
実
現

・
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備

・
上
下
水
道
の
整
備

・
住
宅
環
境
等
の
整
備

・
環
境
衛
生
の
推
進

・
移
住
・
定
住
の
促
進

・
交
通
安
全
・
防
犯
対
策
の
推
進

・
防
災
対
策
の
充
実

・
消
防
・
救
急
体
制
の
充
実

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

　
対
策
の
推
進

・
保
健
・
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

・
地
域
福
祉
の
充
実

・
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
支
援
の
充
実

・
高
齢
者
福
祉
の
充
実

・
障
が
い
者
福
祉
の
充
実

・
社
会
福
祉
の
充
実

・
ジ
オ
・
自
然
と
の
共
生

・
環
境
保
全
の
推
進

・
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
推
進

・
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

・
小
規
模
集
落
の
支
援

・
広
域
連
携
の
促
進



６月定例会（主な議決事項）

33 （第73号2021.8）

22
日
か
ら
３
日
間
に
わ
た
り
行

わ
れ
た
一
般
質
問
に
は
、
11
人
の

議
員
が
登
壇
し
、
多
く
の
議
員
が

コ
ロ
ナ
禍
で
の
今
後
の
市
政
運
営

な
ど
質
問
し
、
執
行
部
と
活
発
な

論
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。

（
９
～
20
ペ
ー
ジ
参
照
）

今
定
例
会
に
は
、
延
べ
31
人
の

方
々
が
傍
聴
に
訪
れ
ま
し
た
。

財産の無償譲渡
旧大分県立緒方工業高等学校機械棟を無償譲渡

旧大分県立緒方工業高等学校の建物を無償で
譲渡するものです。

副市長・教育委員決まる副市長・教育委員決まる

任期任期 自：令和３年 5月７日
至：令和７年５月 6日

自：令和３年 5月 31 日
至：令和７年５月 30 日

同
意
同
意

　５月６日（木）第１回臨時会で副市長の選任及び教育委員会委員の任命について、
全会一致で同意しました。

清
し み ず

水　豊
ゆたか

 氏 

副市長

渡
わたなべ

部　稔
みのる

 氏

教育委員

相手方　住　所　豊後大野市大野町田中 700 番地 2
　　　　名　称　社会福祉法人　偕生会
　　　　代表者　理事長　山中　博

人事案件
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令和3年度 一般会計補正予算（第3・4号）令和3年度 一般会計補正予算（第3・4号）

７７億億９６６３９６６３万万８８千円千円 追加

令和３年度の一般会計予算総額は

２８３億５０９５万７千円へ

令和 3年度一般会計へ肉付け
　

令
和
３
年
度
一
般
会
計
予

算
に
７
億
９
６
６
３
万
８
千

円
の
予
算
が
追
加
さ
れ
ま
し

た
。３

月
定
例
会
で
可
決
し
た

一
般
会
計
予
算
は
４
月
に
市

長
選
挙
が
控
え
て
い
た
こ
と

か
ら
、
政
策
的
経
費
を
除
い

た
必
要
最
低
限
の
予
算
（
骨

格
予
算
）
で
し
た
。
今
回
の

補
正
予
算
で
は
、
骨
格
予
算

で
計
上
し
て
い
な
か
っ
た
政

策
的
な
予
算
を
追
加
し
た
予

算
（
肉
付
け
予
算
）
と
な
り

ま
す
。

大原総合公園大型複合遊具等整備事業

企業誘致推進事業 新型コロナウイルスワクチン予防接種事業

１億円

１３４１万１千円追加 572万4千円追加

新型コロナウイルス感染症の感染予防対策として、生活や遊びの中で体を動かす機会を設けること

により、コロナ禍で心配される子どもの体力低下を防ぐと同時に、子育て世代から多世代間の交流

の場を創出するため、大原総合公園に大型複合遊具等を整備する。

「豊後大野市企業立地促進条例」により事務所を

増設した事業者に対し助成金を交付する。

予約受付コールセンターの委託料増額及びワク

チン接種を行う医療機関に補助金を交付する。



６月定例会（主な議決事項）

55 （第73号2021.8）

公立教育 ・保育施設管理運営事業

中学校施設維持管理事業

全国和牛能力共進会対策事業

南分署建設事業

地域公共交通活性化事業

高齢者福祉施設管理事業

44万円追加

9510万円追加

255万円

864万円

506万9千円追加

945万8千円追加

病後児保育事業の広域化に伴い、携帯電話での

利用予約等が可能となるようシステムを導入。

千歳小中一貫教育校建設に伴う設計業務委託等。

令和４年度に開催される全国和牛能力共進会に 

向け出品候補牛の確保を行う。

消防署南分署庁舎建設に伴う実施設計委託及び

地質調査委託に係るもの。

コミュニティバス１台を更新する。

高齢者福祉施設の設備等を更新する。

南分署建設予定地（緒方町）

朝地憩いの村朝地憩いの村

おひさまキッズルーム（市民病院）おひさまキッズルーム（市民病院）
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委
員
会
審
査
報
告 

主
な
議
案
の
審
査
経
過
を
報
告
し
ま
す

　

デ
ジ
タ
ル
社
会
の
形
成
を
図
る
た

め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法

律
に
よ
る
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定

の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の

利
用
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
関
係
条
例
を
整
備
す
る
必

要
が
あ
る
の
で
、
議
会
の
議
決
を
お

願
い
す
る
も
の
で
す
。

市
の
財
政
状
況
に
鑑
み
、
市
長
、

副
市
長
及
び
教
育
長
の
給
与
月
額
に

つ
い
て
期
限
を
定
め
て
減
額
し
た
い

の
で
、
議
会
の
議
決
を
お
願
い
す
る

も
の
で
す
。

減
額
割
合
は
、
市
長
が
１
０
０
分

の
10
、
副
市
長
が
１
０
０
分
の
５
、

教
育
長
が
１
０
０
分
の
３
で
、
本
年

８
月
１
日
か
ら
令
和
７
年
４
月
23
日

ま
で
と
す
る
も
の
で
す
。

豊
後
大
野
市
隣
保
館
の
解
体
及
び

改
築
工
事
に
伴
い
、
施
設
の
機
能
を

仮
施
設
へ
移
転
す
る
こ
と
等
に
よ

り
、
条
例
改
正
の
必
要
が
あ
る
こ
と

か
ら
提
案
し
た
も
の
で
す
。

　

補
正
予
算
の
う
ち
、
資
本
的
支
出

に
つ
い
て
は
、
業
者
専
用
出
入
口
で

検
温
を
自
動
で
対
応
で
き
る
よ
う
整

備
す
る
も
の
、
そ
し
て
飛
沫
感
染
を

防
ぎ
な
が
ら
、
コ
ロ
ナ
患
者
等
の
気

道
確
保
を
行
う
た
め
の
ビ
デ
オ
で
対

応
で
き
る
喉こ
う

頭と
う

鏡き
ょ
うを
２
台
整
備
す
る

も
の
で
す
。

　
　

い
っ
た
ん
取
り
壊
し
を
し
て
、

現
在
地
に
規
模
を
縮
小
し
た
新
た
な

隣
保
館
を
建
設
す
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
　

医
師
が
人
工
呼
吸
器
を
入
れ
る
と

き
に
、
気
道
確
保
す
る
た
め
の
チ
ュ
ー

ブ
が
し
っ
か
り
気
管
に
入
っ
て
い
る
か

を
確
認
す
る
ス
コ
ー
プ
で
す
。

　
　

月
額
報
酬
の
み
対
象
で
、
ボ
ー

ナ
ス
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

　
　

法
が
変
わ
れ
ば
当
然
に
こ
ち
ら

も
従
っ
て
変
え
て
い
く
と
い
う
よ
う

な
も
の
で
す
。

●
豊
後
大
野
市
個
人
情
報
保
護
条
例

等
の
一
部
改
正

●
豊
後
大
野
市
隣
保
館
条
例
の
一
部

改
正

●
令
和
３
年
度
豊
後
大
野
市
病
院

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

●
豊
後
大
野
市
長
等
の
給
与
の
特
例

に
関
す
る
条
例
の
制
定

　
　

今
の
隣
保
館
を
取
り
壊
し
た
あ

と
、
同
じ
場
所
に
ま
た
建
設
す
る
と

い
う
認
識
で
よ
い
か
。

　
　

ビ
デ
オ
喉こ
う

頭と
う

鏡き
ょ
うと
は
ど
の
よ
う
な

も
の
か
。

　
　

ボ
ー
ナ
ス
は
ど
う
な
る
の
か
。

　
　

上
の
法
律
が
変
わ
っ
た
か
ら
条

例
を
変
え
る
だ
け
と
い
う
こ
と
か
。

【
付
託
議
案
の
審
査
結
果
】

　

議
案
７
件
と
請
願
１
件
を
付
託
さ

れ
、
慎
重
審
査
の
結
果
、
そ
れ
ぞ
れ

可
決
、
採
択
す
べ
き
と
し
ま
し
た
。

総
務

厚
生
文
教

常
任
委
員
会

常
任
委
員
会

【
付
託
議
案
の
審
査
結
果
】

議
案
４
件
と
請
願
１
件
を
付
託
さ

れ
、
慎
重
審
査
の
結
果
、
そ
れ
ぞ
れ

可
決
、
採
択
す
べ
き
と
し
ま
し
た
。



77 （第73号2021.8）

６月定例会（委員会審査報告、請願）

日
本
経
済
は
１
年
以
上
に
わ
た
っ

て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
を
受
け
て
お
り
、
感
染
症
対
策

と
経
済
成
長
の
両
立
に
必
要
な
こ
と

は
、
底
上
げ
底
支
え
に
よ
る
所
得
の

向
上
と
社
会
基
盤
を
支
え
る
中
小
企

業
や
、
有
期
、
短
時
間
等
で
働
く 

労
働
者
の
格
差
是
正
の
実
現
で
す
。

最
低
賃
金
の
地
域
格
差
が
、
隣
県

や
都
市
部
へ
の
労
働
力
流
出
の
一
因

に
な
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、

最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
の
た
め
に

は
、と
り
わ
け
経
営
基
盤
は
脆
弱
で
、

雇
用
維
持
に
不
安
を
抱
え
る
中
小
企

業
、小
規
模
事
業
者
へ
の
支
援
強
化
、

充
実
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
関
係
機
関
に
意

見
書
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
た
く 

請
願
し
ま
す
。

　
　

日
本
の
連
合
、
労
働
組
合
の
集

ま
り
で
す
。
大
分
県
内
各
地
域
に
地

区
協
が
あ
り
、
豊
肥
地
区
協
議
会
は

豊
後
大
野
市
と
竹
田
市
の
労
働
者
の

組
合
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　

福
岡
が
８
４
２
円
、熊
本
、宮
崎
、

鹿
児
島
、
長
崎
が
７
９
３
円
、
佐
賀
、

大
分
、
沖
縄
が
７
９
２
円
で
最
低
と

な
っ
て
い
ま
す
。

●
２
０
２
１
年
度
大
分
県
最
低
賃
金

の
改
正
等
に
関
す
る
意
見
書
の
請
願

に
つ
い
て

紹
介
議
員
の
説
明

　
　

連
合
大
分
豊
肥
地
区
協
議
会
と

は
ど
の
よ
う
な
団
体
か
。

　
　

九
州
各
県
の
最
低
賃
金
の
金
額

が
分
か
れ
ば
教
え
て
ほ
し
い
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会

【
付
託
議
案
の
審
査
結
果
】

請
願
１
件
を
付
託
さ
れ
、
慎
重
審

査
の
結
果
、
採
択
す
べ
き
と
し
ま
し

た
。

２
０
２
１
年
度
大
分
県
最
低
賃
金
の
改
正
等
に
関
す
る
意
見
書
の

請
願

全
会
一
致
で

〔
請 

願 

者
〕
連
合
大
分
豊
肥
地
区
協
議
会

〔
紹
介
議
員
〕
佐 

藤 

昭 

生

【
請
願
趣
旨
（
一
部
）】

　

最
低
賃
金
に
つ
い
て
は
、
政
府
の
「
雇
用
戦
略
対
話
」
に
お

い
て
、
で
き
る
限
り
早
期
に
全
国
最
低
８
０
０
円
を
確
保
し
、

２
０
２
０
年
ま
で
に
全
国
平
均
千
円
を
目
指
す
こ
と
を
合
意
し

て
い
ま
す
。

　

貴
議
会
に
お
い
て
大
分
県
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
の
重
要
性

に
つ
い
て
議
論
を
深
め
た
う
え
で
、
政
府
関
係
機
関
な
ら
び
に

大
分
労
働
局
に
対
し
意
見
書
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
た
く
請
願

し
ま
す
。

１
．
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
に
よ
り
、
経
済
の
自
律
的
成
長
を

　
　

実
現
す
る
こ
と
。

２
．
設
定
す
る
最
低
賃
金
は
、
県
内
で
の
労
働
力
確
保
に
つ
な

　
　

が
る
地
域
間
格
差
の
是
正
を
図
る
こ
と
。

３
．
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
へ
の
影
響
の
検
証
、
各
種
支

　
　

援
制
度
の
継
続
と
実
効
あ
る
対
策
を
図
る
こ
と
。

採
択
採
択

請 願

あなたの意見や要望

２
０
２
１
年
度
大
分
県
最
低
賃
金
の
改
正
等
に

関
す
る
意
見
書
を
可
決
し
、
国
の
関
係
機
関
へ

意
見
書
を
送
付
し
ま
し
た
。
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請願

教
職
員
定
数
改
善
と
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
２
分
の
１

復
元
を
は
か
る
た
め
の
、
２
０
２
２
年
度
政
府
予
算
に
係
る

意
見
書
採
択
の
要
請

地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る
意
見
書
採
択
に
関

す
る
請
願

教
職
員
定
数
の
改
善
及
び
義
務
教
育
費
国
庫
負
担

制
度
拡
充
に
係
る
意
見
書
を
可
決
し
、
国
の
関
係

機
関
へ
意
見
書
を
送
付
し
ま
し
た
。

地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
に
関
す
る
意
見
書
を
可
決
し
、

国
の
関
係
機
関
へ
意
見
書
を
送
付
し
ま
し
た
。

全
会
一
致
で

全
会
一
致
で

〔
請
願
者
〕
大
分
県
教
職
員
組
合
大
野
支
部

〔
請
願
者
〕
豊
後
大
野
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

〔
紹
介
議
員
〕　

工
藤
秀
典

〔
請
願
者
〕
大
分
県
地
方
自
治
研
究
セ
ン
タ
ー

〔
紹
介
議
員
〕　

高 

野 

辰 

代

【
請
願
趣
旨
（
一
部
）】

【
請
願
趣
旨
（
一
部
）】

　

学
校
現
場
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
ゆ
た
か
な
学
び
の
時
間
を

確
保
す
る
こ
と
が
困
難
な
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

義
務
教
育
は
自
治
体
間
・
地
域
間
に
よ
っ
て
格
差
が
生
じ
る

こ
と
の
な
い
よ
う
、
国
段
階
で
の
国
庫
負
担
に
裏
付
け
さ
れ
た

定
数
改
善
計
画
の
策
定
と
財
源
の
保
障
が
必
要
で
す
。

　

来
年
度
政
府
予
算
編
成
で
、次
の
事
項
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
、

国
の
関
係
機
関
へ
意
見
書
提
出
を
請
願
し
ま
す
。

１
．
計
画
的
な
教
職
員
定
数
改
善
を
推
進
す
る
こ
と
。

２
．
教
育
の
機
会
均
等
と
水
準
の
維
持
向
上
を
は
か
る
た
め
、

　
　

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
負
担
割
合
を
２
分
の
１
に

　
　

復
元
す
る
こ
と
。

３
．
少
人
数
学
級
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
複
式
学
級
を
解
消

　
　

す
る
こ
と
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
出
現
に
よ
り
、
地
方
自
治
体
に

は
新
た
に
多
く
の
行
政
需
要
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
ワ
ク
チ

ン
接
種
体
制
の
構
築
、
防
疫
体
制
の
強
化
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る

課
題
に
即
時
の
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

政
府
は
「
骨
太
方
針
２
０
１
８
」
で
、
２
０
２
１
年
度
の

地
方
財
政
計
画
ま
で
は
、
２
０
１
８
年
度
の
地
方
財
政
計
画

の
水
準
を
下
回
ら
な
い
よ
う
、
同
水
準
を
確
保
し
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
対
応
に
よ
り
巨

額
の
財
政
出
動
が
行
わ
れ
る
な
か
、
２
０
２
２
年
度
以
降
の

地
方
財
源
が
十
分
に
確
保
で
き
る
の
か
、
大
き
な
不
安
が
残

さ
れ
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

来
年
度
の
政
府
予
算
、
地
方
財
政
の
検
討
に
あ
た
り
、
国

民
生
活
を
犠
牲
に
す
る
財
政
と
す
る
の
で
は
な
く
、
歳
入
・

歳
出
を
的
確
に
見
積
も
り
、
地
方
財
政
の
確
立
を
目
指
す
こ

と
が
必
要
で
す
。

採
択
採
択

採
択
採
択

請 願

あなたの意見や要望
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佐藤昭生（10 ページ）

工藤秀典（15 ページ）

高野辰代（16 ページ）

嶺英治（17 ページ）

後藤雅克（18 ページ）

原田健蔵（19 ページ）

穴見眞児（20 ページ）

春野慶司（11 ページ）

川野優治（13 ページ）

川野辰徳（12 ページ）

吉藤里美（14 ページ）

• 本市における新型コロナワクチンの接種状況につ
　いて
• 市役所内における新型コロナウイルス感染症対策
　について
• 支所及び公民館の今後の活用について

• 市内の新型コロナワクチン接種について
• 農業後継者の育成と新規参入について

• コロナ禍における健康体操教室の状況と今後の
　展開について
• 「豊後大野かるた」の活用について
• ＳＮＳでの豊後大野市ＰＲの状況について

• 豊後大野市居宅介護用品事業の現況について
• 支所の改築に伴う付帯施設整備について

• 大原総合運動公園大型複合遊具等整備事業について
• 新型コロナウイルス感染症の影響に対する支援策
　について
• 市報ぶんごおおのについて

• 市長２期目を向かえた政治姿勢について
• ＪＲ三重町駅周辺まちづくりについて

• 地域振興について
• 教職員の労働環境について

• 議員報酬日当制について
• 新型コロナウイルス感染症対応地方創生交付金
　の使途について
• 人口減少を見据えた政策の立案について

• 地方創生について
• バイオマス発電所周辺の整備について
• 所有者不明の土地について

• 夏秋ピーマンの生産性向上と新規就農者の確保
　について
• 三重原地区の悪臭問題について

• 市職員の時間外勤務の実態と職員配置等について
• 持続可能な財政運営について
• 不妊治療の現状と今後の取り組みについて

1111人人のの議員議員 市政市政がが を問うを問う

６月２２日から３日間にわたり行われた一般質問には１１人の議員が登壇し、新型コロナワクチン接種、
議員報酬日当制、地方創生など２８項目にわたり、執行部と活発な論戦を展開しました。

議会だよりでは、紙面の都合上、質問と答弁を要約して掲載しておりますので、臨場感ある本会議場での傍
聴をお待ちしております。
　なお、車いす用のスペースも設けていますので、車いすをご使用の方もお気軽にお越しください。
　※新型コロナウイルス感染症対策でアクリル板を設置して行いました。

※　一般質問＝議員個人が市の行財政全般にわたり、市長をはじめとする執行機関に対して行う質問。一般質問　
　　は各定例会で行われ、本市議会の場合、質問時間は答弁も含め１人 60 分以内の一問一答方式で行っています。

一 般 質 問
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新
型
コ
ロ
ナ
感
染
の
リ

ス
ク
が
高
ま
っ
て
い
る
現

在
、
治
療
薬
の
な
い
感
染

症
へ
の
対
応
策
は
ワ
ク
チ

ン
接
種
し
か
な
い
。
市
民

の
不
安
を
少
し
で
も
和
ら

げ
る
た
め
の
情
報
提
供
が

必
要
。
「
現
在
の
接
種
率
」
、

「
国
か
ら
の
ワ
ク
チ
ン
供
給

の
見
通
し
」
、
「
接
種
の
完

了
時
期
」
に
つ
い
て
伺
う
。

市
民
サ
ー
ビ
ス
を
停
滞

さ
せ
な
い
と
い
う
観
点
か

ら
も
、
市
役
所
内
の
感
染

症
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

す
べ
て
本
庁
決
裁
で
は

実
際
の
災
害
時
に
迅
速
に

対
応
で
き
な
い
場
面
が
生

じ
る
の
で
は
な
い
か
。
支

所
へ
の
適
正
人
員
の
配
置

と
支
所
長
の
権
限
強
化
に

つ
い
て
伺
う
。
　

　

６
月
20
日
現
在
で
、
１

回
目
を
終
え
た
方
が 

60
・
３
％
、
２
回
目
を
終

え
た
方
が
25
・
６
％
と

な
っ
て
お
り
、
順
調
に
進

ん
で
い
る
。
ま
た
、
今
後

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
防
止
に
向
け
た

行
動
の
自
粛
、
健
康
管
理

及
び
予
防
対
策
の
徹
底
を

行
う
。

　

支
所
長
は
本
庁
課
長
と

ほ
ぼ
同
等
の
専
決
権
限
を

有
し
、
災
害
な
ど
の
緊
急

時
に
対
応
が
間
に
合
わ
な

い
場
面
が
生
じ
る
可
能
性

は
低
い
と
考
え
て
い
る
。

質

質

質

答

答

答

市
民
生
活
課
長

総
務
課
長

総
務
課
長

黎 明 会

佐
さ

藤
とう

昭
あき

生
お

豊後大野市における新型コロナワクチンの豊後大野市における新型コロナワクチンの
接種状況について接種状況について

希望する方の接種終了は 10 月末の見込み

接
種
予
定
の
64
歳
以
下
の

ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
は
、

国
や
県
か
ら
配
分
計
画
が

具
体
的
に
示
さ
れ
て
い
な

い
の
で
、
引
き
続
き
接
種

が
円
滑
に
進
め
ら
れ
る
よ

う
要
求
す
る
。

　

接
種
の
完
了
時
期
に
つ

い
て
は
、
７
月
末
ま
で
に

接
種
を
希
望
す
る
65
歳
以

朝地町綿田の地滑りの際にも
災害対応をした朝地支所

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る

現
在
の
組
織
・
機
構
に
よ
り

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
る

市
役
所
内
に
お
け
る
新
型

市
役
所
内
に
お
け
る
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
に
つい
て

対
策
に
つい
て

支
所
及
び
公
民
館
の
今
後

支
所
及
び
公
民
館
の
今
後

の
活
用
に
つい
て

の
活
用
に
つい
て

上
の
高
齢
者
が
終
了
す

る
予
定
。
そ
の
後
は
、

基
礎
疾
患
を
有
す
る

方
、
障
が
い
者
施
設
の

従
事
者
、
幼
稚
園
・
小

中
学
校
の
教
職
員
な
ど
、 

60
歳
以
上
64
歳
以
下
の

方
、
そ
の
後
50
歳
代
、

40
歳
代
と
段
階
的
に
接

種
を
進
め
る
。
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こ
の
交
付
金
に
つ
い
て

は
、
全
国
的
に
も
コ
ロ
ナ

と
お
お
よ
そ
関
係
が
な
い

と
思
わ
れ
る
事
業
に
使
わ

れ
て
い
る
こ
と
が
問
題
視

さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
お

聞
き
及
び
の
こ
と
と
思
う
。

使
い
道
に
つ
い
て
は
、
誰

が
見
て
も
コ
ロ
ナ
関
連
の

事
業
だ
と
思
わ
れ
る
も
の

だ
け
に
使
う
べ
き
だ
と
思

う
。
こ
れ
は
政
治
家
と
し

て
、
人
間
と
し
て
の
矜き

ょ
う
じ持

の
問
題
で
あ
る
。

合
併
か
ら
今
日
ま
で
人

口
は
毎
年
ほ
ぼ
５
０
０
人

ず
つ
の
減
少
が
続
い
て
い

る
。
こ
の
人
口
の
減
少
は

歴
代
市
長
は
誰
も
悪
く
な

い
と
考
え
る
。
こ
れ
か
ら

は
人
口
減
少
を
前
提
に
し

た
施
策
の
展
開
が
望
ま
し

い
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

選
挙
公
約
に
議
員
報
酬

日
当
制
だ
け
を
掲
げ
て
出

馬
し
た
。
私
が
予
想
す
る

市
長
の
答
弁
は

「
議
員
は

市
民
の
た
め
に
働
い
て
く

れ
て
い
る
の
で
、
今
の
給

料
で
申
し
訳
な
い
」
、
ま

た
は

「
議
会
で
決
め
る
こ

と
だ
か
ら
私
は
関
知
し
な

い
」
と
い
っ
た
と
こ
ろ
だ

ろ
う
か
。
た
だ
、
財
政
が

絡
む
こ
と
な
の
で
全
く
無

関
係
で
は
な
い
と
思
う
が
、

市
長
の
所
見
を
伺
い
た
い
。

　

議
会
活
性
化
委
員
会
等

で
議
論
さ
れ
る
も
の
と
考

え
て
い
る
。

今
回
の
交
付
金
は
自
由

度
高
く
活
用
す
る
こ
と
が

可
能
と
な
っ
て
い
る
。
今

後
に
お
い
て
も
、
こ
う
し

た
有
利
な
交
付
金
を
積
極

的
に
活
用
し
て
い
き
た
い
。

合
併
以
降
の
16
年
間
で

８
８
０
０
人
も
の
人
口
が

減
少
し
て
い
る
。
国
は
平

成
26
年
に
「
ま
ち
・
ひ
と

・
し
ご
と
創
生
法
」
を
制

定
し
た
。
本
市
に
お
い
て

は
令
和
３
年
度
か
ら
７
年

度
を
計
画
期
間
と
す
る
「

第
２
期
豊
後
大
野
市
ま
ち

・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
」
を
策
定
し
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。

質

質

質

答

答

答

市
長

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

市
長

黎 明 会

春
はる

野
の

慶
けい

司
し

議員報酬日当制について議員報酬日当制について

新型コロナウイルス感染症対応新型コロナウイルス感染症対応
地方創生交付金の使途について地方創生交付金の使途について

人口減少を見据えた人口減少を見据えた
政策の立案について政策の立案について

委員会等で議論されるものと考えている

有利な交付金を積極的に活用する

関係人口の創出・拡大を図る

議会活性化委員会の様子
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無 会 派

本
市
は
、
農
業
を
基
幹

産
業
と
し
て
お
り
、
「
大

分
の
野
菜
畑
」
を
自
認
し

て
い
る
。
本
市
の
最
大
の

園
芸
品
目
は
夏
秋
ピ
ー
マ

ン
で
あ
り
、
市
町
村
別
で

西
日
本
一
の
産
地
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
農
林
水
産

省
の
令
和
元
年
度
野
菜
統

計
に
よ
る
と
、
出
荷
量
は

臼
杵
市
が
大
分
県
で
１
位

と
な
っ
て
お
り
、
本
市
は

２
位
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

こ
の
現
状
の
認
識
と
課

題
、
そ
し
て
夏
秋
ピ
ー
マ

ン
の
生
産
性
を
向
上
さ
せ

る
た
め
に
今
後
ど
う
取
り

組
む
の
か
伺
う
。

三
重
原
地
区
の
悪
臭
問

題
に
つ
い
て
、
現
状
と
今

後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

伺
う
。

夏
秋
ピ
ー
マ
ン
の
出
荷

量
が
臼
杵
市
に
次
い
で
大

分
県
２
位
と
な
っ
て
い
る

こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
農
家
１
戸
あ
た

り
の
栽
培
面
積
規
模
の
違

い
が
主
な
要
因
で
、
出
荷

量
や
販
売
額
の
差
に
な
っ

て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

三
重
原
区
と
上
小
坂
区

の
代
表
者
及
び
養
豚
事
業

者
２
社
と
本
市
の
３
者
で

年
間
10
回
程
度
の
会
議
を

定
期
的
に
開
催
し
な
が
ら

協
議
を
重
ね
て
い
る
。

ま
た
、
養
豚
事
業
者
に

お
い
て
は
、
堆
肥
化
設
備

へ
の
消
臭
菌
の
添
加
を
は

じ
め
、
様
々
な
対
策
を
講

質

質

答

答

農
業
振
興
課
参
事

産
業
建
設
統
括
理
事

夏秋ピーマンの生産性向上について夏秋ピーマンの生産性向上について

営農指導体制を強化していく

川
かわ

野
の

辰
たつ

徳
のり

一
方
、
本
市
に
お
け
る

夏
秋
ピ
ー
マ
ン
は
、
ブ
ラ

ン
ド
化
や
産
地
化
が
順
調

に
図
ら
れ
て
い
る
と
評
価

し
て
い
る
。

今
後
は
、
各
農
家
所
得

の
向
上
等
を
図
る
た
め
、

関
係
機
関
と
連
携
を
と
り

な
が
ら
、
営
農
指
導
体
制

を
強
化
し
て
い
く
。ピーマン選果場（三重町）

事
業
者
の
意
向
を
確
認

し
な
が
ら
移
転
候
補
地

の
調
査
を
進
め
る

三
重
原
地
区
の
悪
臭

三
重
原
地
区
の
悪
臭

問
題
に
つ
い
て

問
題
に
つ
い
て

じ
て
お
り
、
臭
気
指
数
が

規
制
値
を
超
過
し
た
場
合

は
改
善
措
置
を
と
る
べ
く

勧
告
を
行
っ
て
き
た
。

今
後
は
事
業
者
の
意
向

を
確
認
し
な
が
ら
移
転
候

補
地
の
調
査
を
進
め
て
い

く
。
ま
た
、
新
た
な
消
臭

技
術
の
調
査
等
を
実
施

し
、
事
業
者
へ
情
報
提
供

と
取
り
組
み
に
対
す
る
支

援
を
行
う
。
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第
２
期
は
何
を
基
本
目

標
に
す
る
の
か
伺
う
。

地
方
創
生
で
言
わ
れ
る

関
係
人
口
の
定
義
を
伺
う
。

　

こ
の
第
２
期
目
の
総
合

戦
略
で
は
、
平
成
27
年
度

か
ら
令
和
２
年
度
ま
で
を

計
画
期
間
と
す
る
第
１
期

豊
後
大
野
市
総
合
戦
略
に

お
け
る
基
本
目
標
の
方
向

　

関
係
人
口
に
つ
い
て

は
、
令
和
元
年
度
に
策
定

さ
れ
た
国
の
第
２
期
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
に
お
い
て
、
今

ま
で
施
策
の
一
つ
に
上
げ

ら
れ
て
い
た
地
方
移
住
の

推
進
に
加
え
、
新
た
に
関

係
人
口
の
創
出
・
拡
大
と

い
う
文
言
が
追
加
さ
れ
、

そ
の
中
で
は
主
要
な
取
り

組
み
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

こ
の
関
係
人
口
の
定
義

と
し
て
は
、
移
住
し
た
定

住
人
口
で
も
な
く
、
観
光

質

質

答

答

市
長

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

緑 政 会

川
かわ

野
の

優
ゆう

治
じ

「多機能型関係人口拠点施設」として利用される予定の旧歴史民俗資料館

「
持
続
可
能
な
豊
後
大
野
市
づ
く
り
」
に
ま
い
進
す
る

第
２
期
豊
後
大
野
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

第
２
期
豊
後
大
野
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
が
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、ど
う
取
り
組
む
か

総
合
戦
略
が
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、ど
う
取
り
組
む
か

に
行
っ
た
交
流
人
口
で
も

な
い
特
定
の
地
域
に
多
様

な
形
で
継
続
的
に
関
わ

る
、
そ
の
地
域
に
対
し
て

強
い
思
い
が
あ
っ
た
り
、

地
域
づ
く
り
に
積
極
的
に

参
加
す
る
意
思
の
あ
る

方
々
を
い
う
。

　

過
疎
地
域
で
は
、
人
口

減
少
、
高
齢
化
に
よ
り
、

地
域
づ
く
り
の
担
い
手
不

足
と
い
う
課
題
に
直
面
し

て
い
る
が
、
全
国
の
地
域

に
よ
っ
て
は
、
若
者
を
中

心
に
変
化
を
生
み
出
す
人

材
が
地
域
に
入
り
始
め
て

お
り
、
今
後
こ
の
よ
う
な

関
係
人
口
が
地
域
づ
く
り

の
担
い
手
に
な
っ
て
い
く

こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い

る
。

そ
の
他
の
質
問

・
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
周

　
辺
の
整
備
に
つ
い
て

・
所
有
者
不
明
の
土
地
に

　
つ
い
て

性
を
引
き
続
き
維
持
し
、

地
域
や
地
域
の
人
々
と
多

様
に
関
わ
っ
て
い
く
関
係

人
口
の
創
出
・
拡
大
等
を

通
じ
、
都
市
住
民
と
の
つ

な
が
り
を
築
く
と
い
っ
た

新
た
な
観
点
の
追
加
や
多

様
な
人
材
の
活
躍
を
推
進

す
る
な
ど
の
横
断
的
な
目

標
を
盛
り
込
ん
で
い
る
。
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市
職
員
の
時
間
外
勤
務

の
状
況
を
伺
う
。

過
労
死
ラ
イ
ン
を
超
え

て
お
り
、
専
任
の
正
規
職

員
の
増
員
を
す
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

通
院
に
か
か
る
交
通
費

の
助
成
を
行
っ
て
い
る
自

治
体
も
あ
る
が
、
本
市
で

も
交
通
費
の
助
成
を
で
き

な
い
か
伺
う
。

不
妊
治
療
に
つ
い
て
は
、

条
例
に
よ
り
、
そ
の
医
療

費
の
助
成
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
国
は
、
令
和
４
年

４
月
か
ら
公
的
医
療
保
険

適
用
を
実
施
す
る
方
針
と

し
、
妊
娠
を
望
む
ご
夫
婦

の
負
担
軽
減
が
図
ら
れ
る

も
の
と
期
待
し
て
い
る
。　

し
か
し
、
働
き
な
が
ら

治
療
す
る
場
合
の
仕
事
と

の
両
立
の
問
題
や
遠
距
離

通
院
な
ど
の
負
担
の
問
題

も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
職

場
で
不
妊
治
療
に
対
す
る

理
解
を
得
る
た
め
に
ど
の

よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

本
年
度
、
月
80
時
間
を

超
え
て
時
間
外
を
命
令
し

た
件
で
、
一
番
時
間
数
が

多
い
人
は
何
時
間
で
あ
っ

た
か
。

　

月
80
時
間
を
超
え
て
命

令
し
た
件
数
は
、
令
和
２

年
度
が
対
象
職
員
６
人
の

延
べ
７
件
、
本
年
度
の
５

月
ま
で
は
対
象
職
員
１
人

の
延
べ
２
件
と
な
っ
て
い

る
。

　

効
率
的
な
業
務
推
進
を

図
り
、
担
当
職
員
の
負
担

軽
減
に
つ
い
て
、
全
庁
挙

げ
て
全
力
で
取
り
組
む
。

　

状
況
を
見
な
が
ら
検
討

し
て
い
き
た
い

　

対
象
職
員
１
名
延
べ

２
件
で
、
時
間
数
が
多

い
順
に
、
１
４
３
時
間
、

１
０
２
時
間
と
な
っ
て
お

り
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
業
務

に
従
事
し
て
い
た
職
員
の

時
間
数
が
多
い
。

質質 答

答

答

答

総
務
企
画
統
括
理
事

総
務
課
長

子
育
て
支
援
課
長

総
務
課
長

過労死ライン超え時間外勤務 過労死ライン超え時間外勤務 
の解消をの解消を

ワクチン業務　市職員全体で支える体制を構築する

　

不
妊
治
療
の
内
容
や
職

場
で
の
配
慮
の
ポ
イ
ン

ト
、
仕
事
と
治
療
の
両
立

な
ど
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

市
報
で
啓
発
し
て
い
く
。

質

質

質答
子
育
て
支
援
課
長

一 般 質 問

吉
よし

藤
ふじ

里
さと

美
み

そ
の
他
の
質
問

・
持
続
可
能
な
財
政
運

　
営
に
つ
い
て

「仕
事
と
治
療
の
両
立
」
な
ど
啓
発
す
る

不
妊
治
療　

環
境
整
備
が
急
務
で
は
な
い
か

不
妊
治
療　

環
境
整
備
が
急
務
で
は
な
い
か
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ワ
ク
チ
ン
接
種
可
能
な

医
療
機
関
の
な
い
朝
地
町

に
つ
い
て
、
今
後
ど
の
よ

う
な
取
り
組
み
を
行
う
の

か
。

大
分
の
野
菜
畑

「
豊
後

大
野
」
で
あ
る
た
め
に
、

昨
年
の
農
業
後
継
者
と

し
て
新
た
に
就
農
し
た
人

は
、
何
人
い
る
の
か
。
部

門
別
に
伺
う
。

70
歳
以
上
の
畜
産
経
営

者
は
何
人
い
る
の
か
。

ピ
ー
マ
ン
の
イ
ン
キ
ュ

ベ
ー
シ
ョ
ン
は
成
功
し
て

い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、

ほ
か
の
部
門
で
の
イ
ン
キ

移
動
手
段
を
持
た
な
い

高
齢
者
に
対
し
て
は
ど
の

よ
う
に
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い

く
の
か
。

朝
地
町
で
は
接
種
可
能

な
医
療
機
関
が
な
く
、
身

近
な
場
所
で
接
種
で
き
な

い
か
と
要
望
が
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
市
医
師
会
と
市

民
病
院
、
社
会
医
療
法
人

帰
巖
会
と
協
議
し
、
７
月

10
日
に
朝
地
公
民
館
に
お

い
て
96
人
規
模
で
実
施
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。

平
成
28
年
度
か
ら
令
和

元
年
度
ま
で
の
実
績
が
17

人
で
、
そ
の
内
訳
は
水
田

が
３
人
、
畑
作
が
９
人
、

畜
産
が
５
人
と
な
っ
て
い

る
。本

市
に
お
け
る
和
牛
飼

育
農
家
の
主
た
る
経
営
者

本
市
が
実
施
し
て
い
る

イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事

業
に
畜
産
部
門
は
な
い

が
、
畜
産
へ
の
新
規
参
入

の
足
が
か
り
と
な
る
取
り

組
み
は
必
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

日
頃
、
身
近
な
医
療
機

関
や
か
か
り
つ
け
医
を
受

診
す
る
際
に
、
何
ら
か
の

移
動
手
段
で
受
診
さ
れ
て

い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
今
回
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
に
お
い
て
も
、

移
動
に
係
る
特
別
な
助
成

制
度
は
考
え
て
い
な
い
。

質

質質

質

質

答

答答

答

答

市
民
生
活
課
長

農
業
振
興
課
参
事

農
業
振
興
課
参
事

農
業
振
興
課
参
事

市
民
生
活
課
長

市 民 ク ラ ブ

工
く

藤
どう

秀
ひで

典
のり

市内の新型コロナワクチン市内の新型コロナワクチン
接種について接種について
サテライトによる個別接種を実施する

～ 11 人の市議が市政を問う～

肥育センターの牛（朝地町）

関
係
機
関
と
協
力
し
な
が
ら
取
り
組
む

農
業
後
継
者
の
育
成
と
新
規
参
入
に
つ
い
て

農
業
後
継
者
の
育
成
と
新
規
参
入
に
つ
い
て

ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
化
は
で
き

な
い
か
。

は
、
本
年
６
月
１
日
現
在

で
１
３
９
人
で
、
そ
の
う

ち
70
歳
以
上
の
方
は
89
人

と
、
全
体
の
64
％
を
占
め

て
い
る
。
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一 般 質 問

創 生 会

高
たか

野
の

辰
たつ

代
よ

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
外

出
自
粛
に
よ
る
身
体
的
精

神
的
低
下
に
よ
り
、
認
知

機
能
の
低
下
な
ど
が
危
惧

さ
れ
る
が
現
状
は
。

体
操
教
室
の
開
催
場
所

で
あ
る
自
治
公
民
館
の
環

境
整
備
が
急
務
で
あ
る
。

自
治
公
民
館
整
備
支
援
事

業
に
つ
い
て
、
小
さ
い
自

治
会
も
補
助
金
を
活
用
で

き
る
よ
う
に
な
ら
な
い
の

か
。

豊
後
大
野
市
青
年
団
な

な
い
ろ
ベ
ー
ス
が
市
民
に

読
み
札
と
絵
札
を
募
集
し

作
成
し
た

「
豊
後
大
野
か

る
た
」
は
、
自
然
・
文
化
・

観
光

・
名
所

・
食
材
な
ど

を
紹
介
し
た
も
の
で
あ
る

が
、
活
用
状
況
は
。

情
報
発
信
は
、
Ｕ
タ
ー

ン
・
移
住

・
定
住
や
ふ
る

さ
と
納
税
に
も
直
結
し
て

く
る
が
、
現
状
に
つ
い
て

伺
う
。

音
声
告
知
放
送
で
実
施

し
て
い
る
毎
週
水
曜
日
の

ラ
ジ
オ
体
操
の
回
数
は
増

や
せ
な
い
か
。

体
力
低
下
が
懸
念
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
通
い
の
場

が
重
要
で
あ
る
の
で
、
体

操
教
室
の
周
知
に
努
め
る
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
テ
レ
ビ
や
ラ

ジ
オ
で
毎
日
放
送
し
て
い

現
行
予
算
の
範
囲
内
で

自
治
公
民
館
等
の
補
助
金

交
付
要
綱
の
見
直
し
等
を

検
討
す
る
。

市
内
の
小
中
学
校
や
各

町
公
民
館
と
図
書
館
に
２

組
ず
つ
配
布
し
、
学
校
教

育
の
柱
で
あ
る
郷
土
学
に

取
り
入
れ
て
き
た
。

地
域
サ
ロ
ン
や
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
等
で
も
活

用
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
周
知
に
努
め
る
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
フ
ォ
ロ
ワ
ー

数
は
大
幅
に
は
増
加
し
て

い
な
い
。
今
後
は
フ
ォ
ロ

ワ
ー
数
の
多
い
他
自
治
体

の
投
稿
内
容
を
検
証
し
な

が
ら
、
よ
り
効
果
的
な
情

報
発
信
に
生
か
し
て
い
き

た
い
。

答答

答

答

答

生
活
福
祉
統
括
理
事

総
務
課
長

社
会
教
育
課
長

教
育
次
長

総
務
課
長

コロナフレイル（虚弱）が危惧されるコロナフレイル（虚弱）が危惧される

「豊後大野かるた」の「豊後大野かるた」の
活用について活用について

ＳＮＳでの豊後大野市ＳＮＳでの豊後大野市
ＰＲの状況についてＰＲの状況について

健康体操教室を通いの場として実施

よりよい活用方法を検討

より効果的な情報発信をしていく

質

質

質

質

質

豊後大野かるた（緒方中学校図書室掲示）

る
が
、
必
要
性
や
手
法
等

に
つ
い
て
情
勢
を
調
査
す

る
。
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～ 11 人の市議が市政を問う～
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嶺
みね

　 英
えい

治
じ

前
年
度
と
今
年
度
の
申

請
者
の
状
況
は
。

改
正
理
由
は
。

旧
支
所
の
整
理
予
定
は
。

現
支
所
の
付
帯
施
設
整

備
計
画
の
予
定
は
。

本
市
は
年
額
６
万
円
の

給
付
、
ほ
か
の
自
治
体
は

年
額
12
万
円
や
10
万
円
と

厚
遇
さ
れ
て
い
る
状
況
。

ほ
か
の
市
と
足
並
み
を
そ

ろ
え
る
と
言
う
の
で
あ
れ

ば
、
本
市
も
も
う
少
し
厚

遇
す
る
方
法
が
あ
っ
た
の

で
は
な
い
か
。

　

令
和
２
年
度
の
申
請
者

数
は
２
１
７
人
で
、
内
訳

は
要
介
護
３
が
１
２
８

人
、
要
介
護
４
が
65
人
、

要
介
護
５
が
24
人
。
本
年

度
は
交
付
対
象
者
を
「
在

宅
で
要
介
護
４
及
び
５
の

平
成
27
年
２
月
及
び
30

年
５
月
に
国
か
ら
事
業
の

旧
清
川
支
所
と
旧
千
歳

公
民
館
、
旧
犬
飼
公
民
館

は
本
年
度
に
解
体
し
、
旧

朝
地
支
所
は
令
和
４
年
度

に
解
体
を
予
定
し
て
い

る
。
ま
た
、
旧
大
野
公
民

館
は
令
和
５
年
度
、
旧
緒

方
公
民
館
に
つ
い
て
は
令

和
６
年
度
に
解
体
す
る
予

定
と
し
て
い
る
。

旧
支
所
・
公
民
館
の
解

体
に
伴
い
、
物
品
の
保
管

場
所
が
課
題
と
な
っ
て
い

る
こ
と
は
認
識
し
て
お

り
、
所
管
す
る
部
署
等
と

協
議
し
て
対
応
し
て
い

く
。

県
下
で
も
年
間
12
万
円

か
ら
３
万
６
千
円
と
か
な

り
幅
が
あ
り
、
こ
の
こ
と

を
も
っ
て
交
付
額
を
変
え

質

質

質

質

質

答

答

答

答

答

高
齢
者
福
祉
課
長

高
齢
者
福
祉
課
長

総
務
課
長

総
務
課
長

高
齢
者
福
祉
課
長

支所の改築に伴う支所の改築に伴う
付帯施設整備について付帯施設整備について

所管する部署等と

協議して対応していく

居宅介護用品券

高
齢
者
を
介
護
す
る
市
町

村
民
税
非
課
税
世
帯
の
介

護
者
」に
改
め
た
こ
と
で
、

５
月
末
の
申
請
者
が
22
人

と
な
り
、
内
訳
は
要
介
護

４
が
16
人
、
要
介
護
５
が

６
人
と
な
っ
て
い
る
。

廃
止
・
縮
小
に
向
け
た
方

策
を
検
討
す
る
旨
の
通
知

が
あ
り
、
県
内
他
市
と
同

程
度
の
給
付
水
準
と
し
た

上
で
市
の
単
独
事
業
と
し

て
本
事
業
を
継
続
し
て
実

施
す
る
よ
う
改
め
た
。

る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た

と
考
え
て
い
る
。

国
の
動
向
や
県
下
の
状
況
等
を
見
定
め
な
が
ら
検
討
し
て
い
く

豊
後
大
野
市
居
宅
介
護
用
品
交
付
事
業
の
現
況
に
つ
い
て

豊
後
大
野
市
居
宅
介
護
用
品
交
付
事
業
の
現
況
に
つ
い
て
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創 生 会

後
ご

藤
とう

雅
まさ

克
かつ

　

大
原
総
合
運
動
公
園
大

型
複
合
遊
具
等
の
整
備
を

行
う
に
至
っ
た
経
緯
は
。

な
ぜ
大
原
に
設
置
す
る

の
か
。

事
業
費
と
財
源
は
。

十
分
な
検
討
、
議
論
が

な
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備

等
の
在
り
方
は
、
昨
年
３

月
か
ら
検
討
を
始
め
、
本

年
３
月
に
基
本
構
想
を
策

定
し
た
。
そ
の
後
、
構
想

を
踏
ま
え
た
公
園
遊
具
の

整
備
に
関
す
る
基
本
方
針

を
策
定
、
総
合
ス
ポ
ー
ツ

施
設
の
機
能
強
化
を
図

り
、周
辺
に
ラ
ン
ニ
ン
グ
・

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
や

遊
具
な
ど
を
設
置
し
、
市

　

車
で
５
分
以
内
に
商
業

施
設
等
が
充
実
し
て
お

り
、
公
園
利
用
中
や
利
用

後
の
買
い
物
等
の
利
便
性

が
高
く
、
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー

リ
ズ
ム
で
来
訪
さ
れ
た
方

や
観
光
を
目
的
に
来
訪
さ

れ
た
方
の
憩
い
の
場
と
し

て
も
提
供
で
き
、
再
び
来

訪
す
る
き
っ
か
け
づ
く
り

と
な
る
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ

　

大
型
複
合
遊
具
の
整
備

事
業
費
は
１
億
円
を
限
度

額
と
し
、
そ
の
財
源
と
し

て
、
感
染
症
対
応
地
方
創

生
臨
時
交
付
金
５
千
万
円

と
森
林
環
境
譲
与
税
基
金

３
０
０
万
円
を
活
用
し
た

い
。

　

副
市
長
を
ト
ッ
プ
に

関
係
課
長
等
で
構
成
す

る
「
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整

備
等
に
関
す
る
検
討
委
員

会
」
に
お
い
て
、
子
ど
も

た
ち
の
身
体
機
能
の
向
上

や
、
コ
ロ
ナ
後
の
子
育
て

答

答

答答

社
会
教
育
課
長

社
会
教
育
課
長

社
会
教
育
課
長

社
会
教
育
課
長

どうなる大型複合遊具整備事業どうなる大型複合遊具整備事業

コロナ後の交流の場を創出する

質

質

質質

大型複合遊具整備予定地（三重町大原総合運動公園）

民
誰
も
が
気
軽
に
安
心
し

て
利
用
で
き
る
環
境
を
整

備
す
る
こ
と
と
し
た
基
本

構
想
に
基
づ
き
、
コ
ロ
ナ

禍
の
中
、
屋
外
で
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
の
防
止
対
策
を
講
じ
な

が
ら
、
子
ど
も
た
ち
の
身

体
的
機
能
等
の
向
上
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

先
行
し
て
整
備
す
る
こ
と

と
し
た
。

ツ
ー
リ
ズ
ム
と
の
融
合
が

図
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
と
判
断
し
た
。

世
代
の
交
流
の
場
を
創
出

す
る
た
め
の
対
策
に
つ
い

て
検
討
を
重
ね
、「
豊
後

大
野
市
大
原
総
合
公
園
遊

具
の
整
備
に
関
す
る
基
本

方
針
」
を
策
定
し
た
。

そ
の
他
の
質
問

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　
感
染
症
の
影
響
に
対
す

　
る
支
援
策
に
つ
い
て

・
市
報
ぶ
ん
ご
お
お
の
に

　
つ
い
て
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無
投
票
当
選
を
ど
う
受

け
止
め
る
。

予
算
編
成
の
基
本
理
念

と
方
針
は
。

将
来
的
に
国
の
財
政 

逼ひ
っ
ぱ
く迫

が
予
想
さ
れ
る
中
で

の
備
え
は
大
丈
夫
か
。

県

・
市
各
直
轄
事
業
の

進
捗
状
況
と
今
後
の
予
定

は
。

南
北
自
由
連
絡
通
路
の

設
置
計
画
は
。

１
期
４
年
間
の
成
果
に
、

一
定
の
評
価
を
い
た
だ
い

た
も
の
と
考
え
て
い
る
。

昨
年
度
か
ら
普
通
交
付

税
が
一
本
算
定
と
な
っ
た

こ
と
を
踏
ま
え
、
歳
入
に

見
合
っ
た
歳
出
予
算
を
編

成
し
、
持
続
可
能
な
財
政

運
営
を
目
指
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
を
最
重
要
課

題
と
し
な
が
ら
、
経
常
的

経
費
に
ゼ
ロ
シ
ー
リ
ン
グ

を
設
定
す
る
と
と
も
に
、

地
方
創
生
の
取
り
組
み
等

平
成
17
年
の
合
併
以

降
、
財
政
改
革
に
取
り
組

み
、
市
の
貯
金
で
あ
る
基

金
は
、
令
和
元
年
度
末
で

約
１
９
１
億
３
千
万
円
と

な
り
、
合
併
初
年
度
と
比

較
し
て
約
１
３
９
億
円
増

額
し
た
。

特
に
、
財
政
調
整
基
金

に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
感

染
症
対
策
や
大
規
模
災
害

時
に
国
・
県
か
ら
の
財
政

支
援
が
あ
る
ま
で
の
間
、

ち
ゅ
う
ち
ょ
な
く
ス
ピ
ー

ド
感
を
持
っ
て
活
用
で
き

　

本
年
度
並
び
に
来
年
度

中
に
、
駅
西
側
に
は
新
た

な
道
路
と
し
て
市
道
駅
前

上
赤
嶺
線
を
整
備
す
る
と

と
も
に
交
流
広
場
と
駐
車

場
を
設
け
、
駅
前
と
駅
東

側
に
は
公
共
交
通
が
乗
り

継
ぎ
で
き
る
交
通
広
場
を

整
備
す
る
計
画
と
な
っ
て

い
る
。

　

利
便
性
の
向
上
や
ア
ク

セ
ス
の
改
善
な
ど
が
見
込

ま
れ
る
が
、
財
政
負
担
や

費
用
対
効
果
等
を
踏
ま

え
、
今
後
、
整
備
の
可
能

性
を
検
討
す
る
。

質質

質

質

質

答

答

答

答

答

市
長

市
長

市
長

建
設
課
長

建
設
課
長

ＪＲ三重町駅周辺まちづくりについてＪＲ三重町駅周辺まちづくりについて

基本計画を基に進めている

に
係
る
事
業
費
を
確
保
し

な
が
ら
予
算
を
編
成
し
た
。

る
貴
重
な
財
源
と
な
る
た

め
、
今
後
と
も
可
能
な
限

り
財
政
調
整
基
金
な
ど
へ

積
み
立
て
、
財
政
面
で
の

備
え
に
万
全
を
期
す
。

三重町駅西側

「
持
続
可
能
な
豊
後
大
野
市
づ
く
り
」

の
実
現
に
全
力
を
傾
注
す
る

市
長
２
期
目
に
向
か
う
政
治
姿
勢
は

市
長
２
期
目
に
向
か
う
政
治
姿
勢
は

黎 明 会

原
はら

田
だ

健
けん

蔵
ぞう
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市 民 ク ラ ブ

穴
あな

見
み

眞
しん

児
じ

地
域
振
興
協
議
会
の
推

進
に
つ
い
て
、
今
後
の
取

り
組
み
を
伺
う
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

利
用
状
況
は
。

学
校
現
場
に
お
け
る
長

時
間
労
働
の
現
状
は
。

小
中
一
貫
教
育
校
に
お

け
る
長
時
間
労
働
に
対
す

る
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

　

平
成
26
年
度
の
３
万

５
９
３
８
人
を
ピ
ー
ク
に

毎
年
度
、
約
７
％
ず
つ
利

用
者
が
減
少
し
、
令
和
２

年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

も
あ
り
、
ピ
ー
ク
時
の

57
・
４
％
ま
で
落
ち
込
ん

で
い
る
。
利
用
実
績
に
応

じ
た
見
直
し
を
検
討
し
、

公
共
交
通
網
の
維
持
確
保

に
努
め
る
。

　

現
在
７
地
域
で
設
立
さ

れ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
外

で
設
立
対
象
と
な
る
地
域

は
８
つ
の
地
域
が
あ
る
。

昨
年
度
は
、
３
地
区
で
市

と
地
域
が
連
携
し
て
設
立

に
向
け
て
話
し
合
い
を

行
っ
て
お
り
、引
き
続
き
、

地
域
と
協
力
し
設
立
に
向

け
取
り
組
む
。

様
々
な
取
り
組
み
に
よ

り
、
令
和
２
年
度
の
超
過

勤
務
は
各
月
と
も
平
均
30

時
間
台
と
な
り
、
目
標
の

月
45
時
間
以
内
に
抑
え
る

こ
と
が
で
き
た
。
反
面
、

個
々
で
見
る
と
45
時
間
以

上
勤
務
し
て
い
る
教
職
員

が
全
体
の
２
割
か
ら
３
割

程
度
い
る
の
が
現
状
で
あ

る
。
ま
た
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、

　

小
中
一
貫
教
育
校
で

は
、
小
学
校
に
お
け
る
教

科
担
任
制
の
推
進
や
小
中

を
一
体
的
に
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
す
る
こ
と
で
一
人
が
担

う
業
務
の
軽
減
が
期
待
さ

れ
る
。今
後
に
つ
い
て
も
、

業
務
の
効
率
化
を
図
る
な

ど
教
職
員
の
労
働
環
境
の

改
善
に
取
り
組
む
。

答

答

答

答

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

学
校
教
育
課
長

学
校
教
育
課
長

地域振興協議会の推進への地域振興協議会の推進への
今後の取り組みは今後の取り組みは

教職員の労働環境について教職員の労働環境について

地域と協力しながら取り組む

「働き方改革プラン２０２１」を
効果的かつ確実に実施する

質質

質

質 消
毒
作
業
等
へ
の
負
担
も

大
き
い
こ
と
か
ら
消
毒
作

業
の
自
動
化
な
ど
作
業
負

担
の
軽
減
を
図
っ
て
い
る
。

ま
た
本
年
度
は
、「
働

き
方
改
革
プ
ラ
ン

２
０
２
１
」
と
し
て
、
月

の
超
勤
時
間
45
時
間
以
内

や
月
２
回
以
上
の
定
時
退

庁
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

小中一貫教育校として始動した朝地小中学校
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決
結
果

市民クラブ 創生会 黎明会 政友会 緑政会

  　　　　　　　　　　　　　議員名  
件　名　　　　　　　　　　　　 

穴
見
　
眞
児

嶺
　
　
英
治

吉
藤
　
里
美

工
藤
　
秀
典

佐
藤
　
辰
己

赤
峰
　
映
洋

後
藤
　
雅
克

高
野
　
辰
代

田
嶋
　
栄
一

原
田
　
健
蔵

春
野
　
慶
司

佐
藤
　
昭
生

沓
掛
　
義
範

小
野
　
順
一

首
藤
　
正
光

川
野
　
優
治

川
野
　
辰
徳

豊後大野市個人情報保護条例の一部改正について 7月6日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

豊後大野市個人情報保護条例等の一部改正について 7月6日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

豊後大野市長等の給与の特例に関する条例の制定について 7月6日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

豊後大野市営やすらぎ住宅団地貸付けに関する条例の廃止に
ついて 7月6日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

財産の処分について 7月6日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

財産の処分について 7月6日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

財産の無償譲渡について 7月6日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

地方財政の充実・強化を求める意見書採択にかかる請願書 7月6日 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

豊後大野市隣保館条例の一部改正について 7月6日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

豊後大野市コミュニティセンター条例の廃止について 7月6日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和 3 年度豊後大野市国民健康保険特別会計補正予算 
（第 1 号） 7月6日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和 3 年度豊後大野市病院事業特別会計補正予算（第 1 号） 7月6日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度 2 分の1 復元をはかる
ための、2022 年度政府予算に係る意見書採択の要請について 7月6日 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2021 年度大分県最低賃金の改正等に関する意見書の請願 7月6日 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和 3 年度豊後大野市一般会計補正予算（第 3 号）
に対する修正案 7月6日 否決 × × × × × × × × × × ○ × × × × × ○

令和 3 年度豊後大野市一般会計補正予算（第 3 号） 7月6日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ×

令和 3 年度豊後大野市一般会計補正予算（第 4 号） 7月6日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

財産の取得について 7月6日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

地方財政の充実・強化に関する意見書 7月6日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

教職員定数の改善及び義務教育費国庫負担制度拡充に係る
意見書 7月6日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2021 年度大分県最低賃金の改正等に関する意見書 7月6日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

各議員の議案に対する賛否の状況(令和3年第２回定例会）



閉会中の議会の動き
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６
月
７
日
に
、
豊
後
大
野
市

料
飲
店
組
合
の
皆
さ
ま
と
産
業

建
設
常
任
委
員
会
で
意
見
交
換

会
を
行
い
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
で
は
、
テ
ー
マ
を

「
豊
後
大
野
市
料
飲
店
組
合
の

現
状
と
要
望
に
つ
い
て
」
に
設

定
し
、
料
飲
店
組
合
の
現
状
、

市
か
ら
の
経
済
支
援
や
飲
食
店

の
利
用
促
進
を
中
心
に
意
見
を

交
わ
し
ま
し
た
。

　

６
月
11
日
に
、
豊
後
大
野
市

に
夢
の
あ
る
公
園
を
望
む
会
～

こ
の
ゆ
び
と
ま
れ
～
の
皆
さ
ま

と
厚
生
文
教
常
任
委
員
会
で
意

見
交
換
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
で
は
、
テ
ー
マ
を

「
大
原
総
合
公
園
大
型
複
合
遊

具
等
の
整
備
に
つ
い
て
」
に
設

定
し
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
皆
さ
ま
か
ら
頂
い
た
ご

意
見
は
、
今
後
の
委
員
会
活
動

の
参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ
き 

ま
す
。

　

各
常
任
委
員
会
で
は
、
定
例

会
の
閉
会
中
も
、
担
当
す
る
課

の
事
務
事
業
の
調
査
な
ど
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

５
、６
月
は
改
選
後
、
初
め

て
の
常
任
委
員
会
と
い
う
こ
と

で
、
各
常
任
委
員
会
で
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
担
当
す
る
課
の
事
業

や
状
況
を
調
査
し
ま
し
た
。

豊後大野市料飲店組合と意見交換

豊後大野市に夢のある公園を望む会
～このゆびとまれ～と意見交換

各常任委員会で各課の事業内容などを調査

「このゆびとまれ」の皆さま（写真右側）

料飲店組合の皆さま（写真右側）



閉会中の議会の動き

　

議
会
活
性
化
委
員
会
も
新
た
な
委
員

構
成
と
な
り
、
今
後
新
た
に
調
査
、
研

究
す
る
項
目
や
年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な

ど
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
、

議
会
や
議
員
の
活
動
の
活
性
化
と
充
実

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

豊
後
大
野
市
議
会
基
本
条
例
の
内
容

等
の
研
修
を
議
会
活
性
化
委
員
会
の
主

催
で
議
員
全
員
を
対
象
に
６
月
14
日
に

行
い
ま
し
た
。

　

議
会
基
本
条
例
の
研
修
を
改
選
後
速

や
か
に
行
う
こ
と
で
、
各
議
員
が
条
例

の
基
本
理
念
を
理
解
す
る
こ
と
が
目
的

で
す
。

議
会
基
本
条
例
の
内
容
を
研
修

議
会
活
性
化
委
員
会
の
活
動
も
開
始

2323 （第73号2021.8）

議 会 日 誌
４月 5 月 6 月

5 日㈪
28 日㈬

7 日㈪

10 日㈭ 

11 日㈮

14 日㈪ 

　

22 日㈫

23 日㈬

24 日㈭

29 日㈫

30 日㈬

6 日㈭

14 日㈮

19 日㈬

25 日㈫

28 日㈮

31 日㈪

議会広報編集特別委員会

全員協議会

議会運営委員会

産業建設常任委員会意見交換会

厚生文教常任委員会（所管事務調査）

議会運営委員会

厚生文教常任委員会意見交換会

第 2回定例会 (開会 )・全員協議会

議会基本条例に関する研修会

議会広報編集特別委員会

本会議 (一般質問 )

本会議 (一般質問 )

本会議 (一般質問 )

総務常任委員会（所管事務調査）

本会議 (議案質疑 ) 

議会運営委員会

議会活性化委員会

常任委員会 (総務・厚生文教・産業建設 )

第１回臨時会

議会運営委員会

総務常任委員会

厚生文教常任委員会

産業建設常任委員会

議会活性化委員会

議会広報編集特別委員会

議会広報編集特別委員会

委員長会議

議会活性化委員会

産業建設常任委員会（所管事務調査）

総務常任委員会（所管事務調査）
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第
7

3
号

令
和

3
年

8
月

１
日

発
行

市や議会に対する
　 市民皆さまの思いを紹介

議会を傍聴してみませんか？

手続きは、受付で住所と名前を書くだけです。
傍聴の際はマスクの着用をお願いします。

℡ 0974-22-1001
市内無料電話　9-22-1001

次回9月定例会は、8月30日に開会予定です。
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Happy school!

クリーンピーチプロジェクト
　清川中学校では、２年前から生徒会の執行部が主催となって、「ク
リーンピーチプロジェクト」という活動をしています。私たちが住
んでいるこの清川をもっと住みやすい町にするために、全校生徒が
地域を歩き、ごみ拾いをする活動です。この活動をするまでは、ご
みの存在に気づきませんでした。しかし、実際に歩いてごみ拾いを
することで、想像以上にごみがたくさん落ちていて、びっくりしま
した。お菓子の袋や使用済みのマスク、たばこの吸い殻や空き缶な
ど、たった１時間の活動で袋いっぱいにごみが集まりました。それ
を見ると、毎日の登下校中にもごみ拾いをすればもっともっとこの
清川がきれいな町になるのではないかと思いました。
　緑豊かな山々、きれいな川、そして清く澄んだ空気。私たちのふ
るさとである、この清川には自慢できるものがたくさんあります。
これからもこの活動を続け、清川の魅力を私たちの手で守っていき
たいと思います。

　新田小学校では「幸せな学校」をつくるために、二つのことに頑
張っています。
　一つ目はあいさつです。みんなが幸せになれるハッピーあいさつ
を目指して、早朝のあいさつ運動や英語のあいさつ活動に取り組ん
でいます。ハッピーあいさつでは、①笑顔で②目を見て③はっきり
とした声の三つのポイントを意識して取り組んでいます。
　二つ目はスマイル・フレンド集会です。略して「スマフレ集会」
です。この集会は、全校のみんなが得意なことやチャレンジしてみ
たいことを自由に発表し、互いに感動と感心をしながら、自分や友
だちの良さに気づけることを目的としています。この集会を通し 
て、みんなが笑顔になって、友だちの輪を広げることができるとう
れしいです。
　新田小学校は地域や保護者、みんなに支えられている学校です。
支えてくれる方々に感謝の気持ちを持って、一人ひとり輝けるよう
な「幸せな学校」にしていきたいです。

清川中学校３年

新田小学校

羽
は

田
だ

野
の

　 大
だい

稀
き

6 年 生 一 同


